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　人ロの動き
一11月1日現在一
男4，269（十4）
女4，345（十8）
計8，614（十12）
世帯数2，265（十3）

　（）は前月比較

うれしいな焼いも焼イモ

甘くてホクホクおいしいよ
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予
算
の
執
行
状
況

します。兄をおの9月30日平

　
町
に
は
、
一
般
会
計
と
事
業
に
応
じ

た
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
平
成
八
年
度
上
半
期
に
お
け

る
予
算
の
執
行
状
況
は
、
下
の
図
表
の

と
お
り
で
す
。
半
円
の
大
き
さ
で
予
算

現
額
等
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
執
行
率
は
、
歳
入
が
四

十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
年
度
比
二

・
一
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
歳
出
は
三
十
六

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
年
度
比
八
・
○

ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

出
の
執
行
率
が
伸
び
た
の
は
、
大
規
模

工
事
の
ナ
カ
ゴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場

が
八
月
に
完
成
し
た
こ
と
等
に
よ
り
ま

す
。　

六
つ
の
特
別
会
計
の
中
で
も
、
下
水

道
事
業
や
農
村
集
落
排
水
事
業
の
特
別

会
計
が
大
き
な
半
円
で
、
引
き
続
き
巨

費
を
投
じ
て
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
会
計
の
歳

入
は
、
工
事
費
の
財
源
と
な
る
補
助
金

や
町
債
が
下
半
期
に
収
入
さ
れ
る
た
め
、

小
さ
な
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
の
状
況

　
合
計
額
を
前
年
九
月
末
現
在
と
比
べ

る
と
、
二
億
八
千
七
万
円
、
一
二
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
末
に
財
政
調
整
基
金

に
二
億
八
千
三
百
万
円
程
の
積
立
て
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。

予算の執行状況（一般会計・特別会計）

町
債
の
状
況

　
合
計
額
を
前
年
九
月
末
現
在
と
比
べ

る
と
、
下
水
関
係
会
計
及
び
一
般
会
計

が
大
き
く
伸
び
た
た
め
、
十
三
億
四
千

九
百
九
十
四
万
円
、
二
十
二
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　国民健康保険
計一　　一診療所特別会計一

　　　予算現額
　　　257，544千円

　　　　　　　入済額59，77千円

＼　歳入執轟23・％

計会般
一国民健康保険特別会

17卿歳出

予算現額

525’102千円　　　済額205，884

　　　　　　斑行愈2％
歳入

歳出
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予算現額

　5，715，447千円

　　　　　　　　　醗　　　　　　　　灘
　　　　　　　驚　　　　　　闘　　　　　繭　　　　辮　　　　馨　　藁　瀟　灘藪

一簡易水道事業特別会計一

　予算現額
　19，600千円

　　　　　収入済額4，131千円

　　　　　執行率21．1％
　　　歳入

　　　歳出麗鐡
　　　　　支出済額9，614千円

　　　　　執行率49．1％

　一老人保健特別会計一

予算現額

861，958円
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歳出

歳入

歳出

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　一下水道事業特別会計一
一農村集落排水事業特別会計一

　　　　　　　　　　　　　　　　予算現額
予算現額　　　　　　　　　　　　　　　1，22g，135
815，276千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収入済額141，074千円

　　　　収入済額42，121千円　　　　　　執行率　ll．5％
　　　　執行率　 5．2％　　　　　　　　念

一支出済額285，444千円

執行率　23．2％

歳入

歳出

歳入

歳出

ナカゴファミリーゴルフ場。10力3町長杯大会

　　　　　　　　　　　　　　8．11．10②

区　　　　　　分 8年9月末現在高

町債（借金）の状況

　曝：i：i離i辮i：i＝：：罵

支出済額150，594千円

行率　　18．5％

一
　
般
　
会
　
計

土地開発基金 129，711

財政調整基金 778，030

減　　債　　基　　金 154，704

藤巻褒賞基金 2，444

豪雪対策基金 124，000
（単位：千円）

克雪住宅資金貸付基金 15，668

文化会館建設基金 443，031 区　　　　分 8年9月末現在高

まちおこし基金 382，228 一　　般　　会　　計 4，291，341

地域福祉基金 173，889
国民健康保険診療所特別会計 429，303

ふるさと・水と土保全基金 23，000

スキー場建設基金 10，000 簡易水道事業特別会計 69，560

国民年金印紙購買基金 19，782 農村集落排水事業特別会計 1，128，490

繹 国民健康保険給付準備基金 187，249
下水道事業特別会計 1，348，266

蘇 まちおこし基金（居住環境資金） 23，000

合　　　　　計 2，466，736 合　　　　計 7，266，960

支出済額150，594千円

執行率　18．5％／

基金（預金）の状況

　　　　　　　（単位＝千円）

町債（借金）の状況

　　　　　　　（単｛位：千円）
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◎投票状況

区　　　　分 衆議院小選挙区
選出議員選挙

衆議院比例代表
選出議員選挙 新潟県知事選挙 最高裁判所裁判官

国　　民　　審　　査

投　票　当　日　の

最終有権者数
6，737人 6，737人 6，718人 6，737人

投　　票　　者　　数 5，558人 5，557人 5，558人 5，494人

投　　　票　　　率 82．50％ 82．48％ 82．73％ 81．55％

※上表中最終有権者数の相違は、有権者登録要件の違いによるものです。

○衆議院比例代表選出議員選挙

◎得票状況
○衆議院小選挙区選出議員選挙

政　党　名 得票数 政　党　名 得票数
新　社　会　党 44票 自由民主党 3，100票

新党さきがけ 40票 新　　進　　党 825票

日本共産党 231票 社会民主党 479票
民　　主　　党 497票 （無効投票） 341票

氏　　　名 得票数

つつい信隆 2，028票

さとう栄喜 33票

高　鳥　　　修 3，245票

あ　べ　正　義 122票
（無効投票） 130票

○新潟県知事選挙

氏　　　名 得票数
よ　しだ三男 555票

ひらやま征夫 4，845票

（無効投票） 158票

○最高裁判所裁判官国民審査
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氏　　　名 罷免を可 罷免を不可

福　田　　　博 413票 4，898票

藤　井　正　雄 388票 4，923票

尾　崎　行　信 384票 4，927票

遠　藤　光　男 370票 4，941票

千　種　秀　夫 381票 4，930票

河　合　伸　一 355票 4，956票

高　橋　久　子 367票 4，944票

根　岸　重　治 355票 4，956票

井　嶋　一一　友 348票 4，963票

（無効投票） 175票
（持ち帰り） 8票
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水
道
は
、
電
気
、
ガ
ス
と
な
ら
び
私

た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

水
の
需
要
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
豊

か
に
な
る
に
し
た
が
い
増
加
し
、
近
年

で
は
「
お
い
し
い
水
」
　
「
安
全
な
水
」

な
ど
、
水
質
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。町

で
は
、
水
道
法
の
水
質
検
査
基
準

に
基
づ
き
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
最
近
行
っ
た
検
査
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
検
査
結
果
は
す
べ
て
の
項
目

　
で
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す

次
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
上
水
道
、

簡
易
水
道
と
も
、
す
べ
て
の
項
目
で
水

質
基
準
に
適
合
し
た
安
全
な
水
質
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

区　　　　分 上　　水　道 室島簡水 臼倉簡水
水　　　　　　　源 深井戸 湧水 湧水

浄　　水　　施　　設 千手浄水場 室島浄水場 臼倉浄水場

検　査　種　　別 基準項目（46項目） 基準項目（46項目） 基準項目（46項目）

検　水　種　別 給水栓水 給水栓水 給水栓水

水　　　　　　　温 24．5℃ 21．0℃ 23．0℃

採　水　年　月　日 9月10日 9月10日 8月30日

採　　水　　場　　所 岩瀬地内 室島地内 小臼倉地内

採水時残留塩素 0．2㎎μ 0．1mgμ 0．5mgμ

■
水
は
限
り
の
あ
る
資
源
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
の
普
及
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
便
利
で
快
適
に
な

る
に
つ
れ
、
年
々
、
水
の
需
要
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
は
無
尽
蔵

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
貴
重
な

資
源
で
す
。
こ
の
大
切
な
資
源
を
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

分類 検査項　目 水　質基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水
病原

生物

一般細菌 1m尼中100以下 0 0 0
大腸菌群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
重
金
属

カドミウム 0．1mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

水銀 0．0005mgμ以下 0．00005未満 0．00005未満 0．00005未満

セレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

鉛 0．05mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0，003

ヒ素 0．01mgμ以下 0，003 0，002 0．001未満

六価クロム 0．05mgμ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

シアン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mgμ以下 0．6 0．3 0．8

フツ素 0．8mgμ以下 0．15 0．09 0．14

一
般
有
機
化
学
物
質

四塩化炭素 0．002mg／尼以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

1、2ジクロロエタン 0．004mg／¢以下 0．0004未満 0．0004未満 0．0004未満

1、1一ジクロロエチレン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

ジクロロメタン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

シスー1、2一ジクロロエチレン 0．04mgμ以下 0．004未満 0．004未満 0．004未満

テトラクロロエチレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

1、1、2一トリクロロエタン 0．006mg／2以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

トリクロロエチレン 0．03mg／¢以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

ベンゼン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

消
毒
副
生
成
物

クロロホルム 0．06mg／尼以下 0，Ol7 0，007 0，010

ジブロモクロロメタン 0．1㎎μ以下 0，002 0，003 0，005

ブロモジクロロメタン 0．03㎎μ以下 0，007 0，005 0，008

ブロモホルム 0．09㎎／尼以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

総トリハロメタン 0．1㎎μ以下 0，026 0，015 0，023

農
　
　
薬

1、3一ジクロロプロペン 0．002㎎μ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

シマジン 0．003㎎μ以下 0．0003未満 0、0003未満 0．0003未満

チウラム 0．006mgμ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

チオベンカルブ 0．02㎎μ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

8．11．10④



水
道
水
ミ
ニ
知
識

ω
も
し
も
白
い
水
が
出
た
ら

　
断
水
の
後
や
高
台
な
ど
で
、
臼
い
水

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
管

の
中
に
入
っ
た
空
気
が
か
き
ま
わ
さ
れ
、

細
か
い
気
泡
に
な
っ
て
水
中
に
含
ま
れ

る
た
め
で
、
く
ん
だ
水
を
し
ば
ら
く
放

置
し
て
お
く
と
、
気
泡
が
上
が
り
、
底

の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
澄
ん
で
き
れ
い
な

水
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
水
は
、
安
心
し
て
使
え
る
水
で

分類 検査項　目 水　質　基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水

色

亜鉛 1．Omg／¢以下 0．01未満 0．01未満 0．18

鉄 0．3mgμ以下 0．03未満 0．03未満 0．03未満

銅 1．Omgμ以下 0．01未満 0．01未満 0．01未満

マンガン 0．05mgμ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

味
　
　
覚

ナトリウム 200mgμ以下 12．0 8．7 15．0

塩素イオン 200mgμ以下 5．0 6．0 12．0

硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300mgμ以下 57 41 140

蒸発残留物 500n・9μ以下 160 120 250

有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10mg／¢以下 1．2 0．9 1．9

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2mgμ以下 0．02未満 0．02未満 0．02未満

に
お
い

1、1、1一トリクロロエタン 0．3mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

フェノール類 フェノールとして0，005mg／¢以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

基
礎
的
性
状

pH値 5．8以上8．6以下 8．1 6．9 7．6

味 異常でないこと なし なし なし

臭気 異常でないこと なし なし なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満

濁度 2度以下 0．5未満 0．5未満 0．5未満

す
。ω

も
し
も
濁
っ
た
水
が
出
た
ら

　
蛇
口
か
ら
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
く
で
水
道
工
事

や
断
水
が
行
わ
れ
た
り
、
全
体
の
水
使

用
量
が
急
激
に
増
え
た
な
ど
の
た
め
に

起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
水
道
管
の

中
を
流
れ
る
水
の
早
さ
や
方
向
を
変
え

て
、
水
道
管
の
中
の
鉄
サ
ビ
を
流
し
出

す
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
し
ば
ら
く

出
し
続
け
る
と
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
き
れ
い
に
な
ら
な
い

時
は
、
水
道
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
主
な
原
因
物
質
は
、

鉄
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど
で
、
衛
生
上
支
障

を
生
ず
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
洗
濯
な
ど
で
使
用
す
る
と
き
は
確

認
の
う
え
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

⑥
も
し
も
カ
ル
キ
の
に
お
い

　
が
し
た
ら

　
水
道
水
が
一
般
に
「
カ
ル
キ
臭
い
」

と
い
わ
れ
る
の
は
、
塩
素
が
入
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
塩
素
は
水
の
味
を
悪
く

す
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
消
毒
と

い
う
大
切
な
役
目
を
も
つ
薬
で
す
。
で

す
か
ら
、
カ
ル
キ
の
に
お
い
が
し
て
も

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
こ
の
に
お
い
が
嫌
い
な
方
は
、

く
み
置
き
の
水
を
飲
む
と
比
較
的
無
臭

で
お
い
し
い
水
が
飲
め
ま
す
。

◆
工
事
は
町
指
定
の
工
事
店
で

　
上
水
道
や
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町

の
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
工
事
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（平成8年10月1日現在）川西町水道・排水設備指定工事店一覧表

店　　　名 電話番号
指定の別

店　　　名 電話番号
指定の別

水道 排水 水道 排水

孫六商店㈱ 68－4503 ○ ○ 村越工業㈱ 68－3632 ○

㈱吉楽土建 68－3511 ○ ㈱高橋工務店 68－3232 ○

㈱　　ヒ　ノ　デ 68－2511 ○ ○ 井川建設㈱ 68－2181 ○

太　田　水　道 68－2238 ○ ○ 佐　藤　水　道 68－2776 ○ ○

㈱山松商店 68－2029 ○ ○ ㈲　新　興　住　設
川　西　営　業所 68－2352 ○

㈱北野工務店 68－2247 ○ ○ ㈲増田工業 68－2195 ○

㈲星名建設 68－2085 ○ 高一工務店 68－3285 ○

㈱丸山工務所
川西出張所

68－3775 ○ ㈱ワタナベ工務店 68－2544 ○

㈱　　美　　佐　　伝

川西出張所
68－2129 ○ ○ 高　大　建　設 68－2378 ○

㈱　　　拓　　　越

川西出張所
68－4062 ○ ○ ㈲樋　口　水　道

川西出張所
68－3036 ○

羽鳥建設㈱ 68－2527 ○ ㈱村　山　商会
川西出張所

68－3274 ○

北越上下水道㈱
川　西　営業所 68－2728 O ○ ㈲金盛自動車工業 68－2102 ○

押木建設㈱ 61－1004 ○ お　さべ水道 68－2254 ○

㈱魚沼重機工業 68－2193 O 山家鉄工所 68－2158 O
㈲松蔵建設 68－4025 ○

　認水僻あ1り蓼ぜんか7

　漏水は、水道メーターを確認するこ

とで簡単に発見することができます。

　水道の蛇口を全部閉めた状態で、水

道メーターのパイロットが少しでも回

転していれば、どこかで漏水をしてい
ます。

　漏水を発見したら、指定工事店へ修

理の依頼をしてください。

　、　　　　　　　　　　　　　　　（水の使用量を
※〕の水道メ
　ハ　’↓1∩・ ．，　　　　 ＿　　　　表します）

　
の
わ

備
弊

＼　
㎡
量
ま

　
1
水
し

　
（

　ぽめポ　●2⑭

里翻

※この水道メ

ーターは123m3
456尼と言売みま

す

パイロット

水道メーター

　　　水道に関するお間い合わせは

　　　環境整備課水道係

　　　智68－3111（内線102）

　　　有線2142　までどうぞ。
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お
い
し
い
新
米
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
平
成
七
年
よ
り
別
立
上
場
さ
れ
て
お
り
、

良
食
昧
米
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の

米
を
巡
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
米
の
流
通
ル
ー
ト
も
多
様
化
、

さ
ら
に
品
質
食
味
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高
品
質
・
良
食
味
米
の
地
位
を
揺
る
ぎ

な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
中
魚
沼
郡
市
内
の
各
市
町
村
、

各
J
A
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
米
消
費
拡
大

の
P
R
と
日
本
型
食
生
活
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
お
い
し
い
魚
沼
米
を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
お
う

と
、
食
味
や
食
べ
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
～
、
ヘ
ー
｝
　
、
『
ト
一
　
p
y
　
』
二
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

米

の

食

　
米
の
食
味
は
、
品
種
、
産
地
、
栽

培
法
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
働
日
本
穀
物
検
定
協
会
で
は
、
毎

年
、
同
じ
条
件
で
炊
い
た
米
を
検
査

員
が
試
食
し
、
外
観
、
香
り
、
粘
り
、

硬
さ
、
総
合
評
価
の
項
目
で
点
数
を

つ
け
る
食
味
試
験
を
行
い
、
「
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
特
A
ラ
ン

ク
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
■

　
メ
ゼ

一
方
、

最
近
普
及
し
始
め
た
の
が

厳し0冬がつくり出す清らかな水
育τられ、お乙ル0お米が生まれま3ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
な
ぜ
お
い
し
い
か
！

　
　
★
魚
沼
地
域
に
お
け
る
稲
作
り
の
成
果

　
　
魚
沼
は
盆
地
・
山
間
台
地
で
湿
度
も
高
く
、
病
害

　
　
虫
の
発
生
が
多
く
多
収
穫
は
困
難
で
し
た
。

　
　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
多
収
を
望
ま
な
け
れ
ば
比
較
的

　
安
定
し
た
収
量
・
品
質
の
維
持
が
で
き
る
の
が
特
徴

　
　
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
特
性
を
う
ま
く
活
用
し
て
き
ま

　
し
た
。

　
　
★
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
合
う
土
壌

　
　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
あ
ま
り
肥
沃
な
土
壌
で
は
草
丈

　
魚
沼
の
土
壌
は
チ
ッ
ソ
の
供
給
力
が
比
較
的
小
さ
く
、

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
あ
っ
た
適
正
な
生
育
量
・
肥
料
コ
ン

　
ト
ロ
ー
ル
が
容
易
で
あ
り
、
さ
ら
に
リ
ン
酸
・
ケ
イ

　
酸
含
有
量
が
多
い
の
で
、
倒
伏
し
に
く
く
登
熟
の
良

　
　
い
稲
作
り
が
可
能
で
す
。

　
　
★
夏
期
に
低
温
で
豊
富
な
か
ん
が
い
水

　
　
　
の
利
用
が
で
き
る

　
　
豊
富
な
水
源
が
あ
る
た
め
、
夏
期
の
高
温
時
に
は

　
低
温
で
清
涼
な
か
ん
が
い
水
を
利
用
で
き
、
根
の
活

．
が
伸
長
し
て
し
ま
い
、
倒
伏
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

力
を
高
め
登
熟
の
向
上
が
可
能
で
あ
り
、
他
地
域
と

比
較
す
る
と
、
収
穫
期
ま
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
稲
姿

が
保
て
ま
す
。

★
登
熟
期
間
の
気
温

　
出
穂
後
三
十
日
間
の
平
均
気
温
は
二
十
四
度
前
後

で
温
度
の
日
較
差
が
大
き
く
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
登
熟

に
は
最
適
で
す
。
さ
ら
に
登
熟
期
間
が
長
い
の
で
ジ

ッ
ク
リ
養
分
の
転
流
が
行
わ
れ
、
整
粒
歩
合
の
高
い

・
粒
重
の
重
い
・
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
量
（
低
い
ほ
ど
食

味
が
良
い
）
の
低
い
、
充
実
し
た
高
品
質
米
の
生
産

が
で
き
ま
す
。

★
生
産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
の
努
力

　
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
高
品
質
・
良
食
味
米
生

産
へ
の
努
力
（
土
づ
く
り
、
栽
培
管
理
）
が
お
い
し

い
米
を
作
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
気
候
、
土
、
水
、
人
が
お
い
し
い
米

作
り
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

■
、
『
　
　
．

　
食
味
計
で
す
。
米
の
水

．
分
、
タ
ン
パ
ク
質
、
炭

　
水
化
物
、
ア
ミ
ノ
酸
な

　
ど
を
破
壊
せ
ず
に
同
時

　
分
析
で
き
る
の
が
特
徴

　
で
す
。
食
味
計
を
利
用

胃
す
る
と
、
成
分
値
と
食

　
味
値
（
お
い
し
さ
度
）

◎お米のおいしさを決める12の要因

昧
が
数
字
で
出
て
く
る
の
で
、
人
間
に

よ
る
官
能
検
査
に
比
べ
る
と
客
観
的

な
デ
ー
タ
ー
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
な
る
と
粘
り

が
な
く
な
り
硬
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

で
ん
ぷ
ん
中
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
が
多
く

な
る
と
粘
り
が
な
い
パ
ラ
パ
ラ
の
ご

飯
に
な
り
ま
す
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
タ
ン
パ
ク
質
と

ア
ミ
ロ
ー
ス
の
成
分
量
が
少
な
い
性

質
で
、
食
味
は
や
や
柔
ら
か
め
で
粘

り
が
あ
り
、
光
沢
や
舌
触
り
が
良
く
、

味
や
香
り
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　
米
の
食
味
を
決
定
す
る
最
大
要
因

は
品
種
で
あ
る
た
め
、
全
国
的
に
も

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
け
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

要　　因 荷重 食味を左右する性質

1．品　　種 最大 銘柄の遺伝的な形質

2．産　　地 大 土壌、気象、技術

3．気　　候 大 年ごとの日照や気象、実りの時期の温度

4．栽培方法 大 栽培の時期、施肥技術

5．農　　薬 中 薬品臭その他

6．収穫法 中 機械化によるもみの損傷

7．乾　　燥 大 強制火力乾燥中の穂発芽、変質

8．貯　　蔵 大 温度、期間、水分含有量の変化

9．鳩　　精 大 鳩精の程度、温度、鳩精後の時問変化

m．淘洗浸水 中 米の吸水量、火加減、火力源の違い

H．炊飯器 中 釜の圧力、大きさ

12．蒸らし 中 蒸らし方

圃
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す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

ダ

雪に覆われた豊かな大地、

恵まれた自然の中で大切に

米はいきものです

　　手塩と手数をかけましよう

ごはんのおいしい炊き方

　　　　　3つのポイント

すすぎを手早く、ヌカやよ

ごれをとる。

ふっくらごはんのために、

米に十分水を吸わせる。

・夏場30分
・冬場　2時間
・急ぐ時　ぬるま湯で15分

勧｝　－

）藍

あわてず、さわがず、じっ

くり蒸らす。

・スイッチが切れてから10

　～15分

・二度炊きでおいしささら

　　　　o　にアッフ

ご存じですか？　うまい話

★長時間の電子ジャーでの保存

　はご飯が変質し味が落ちます。

　冷蔵か冷凍し、電子レンジで

　温めた方がおいしく食べられ

　ます。

★生卵を1個入れてご飯を炊く

　と、カルシウムが摂れる上に、

　ゆで卵もでき一石二鳥です。

コロロ　ロロロロロじりじ　ロロラロロロロロロリドロコラコ　ロロロロロロロリロドコしじラし

：一材　料一（2人分）
ヨ

i臼　　飯　　茶碗4杯
ロ

iみ　　そ　　大さじ3
ヨ

i大根200g’ロ

i　しょうカゴ　　小さじ2
き

iカツオ節　　小さじ4
ロコロロロロロロロロロロココドロロロロロドししロドしコロロロロロロロドロしロロココロロ

　ーイ乍り方一

①ご飯あつあつのものを用意し、お

　にぎりを6個作ります。

②オーブントースターの皿にオーブ
　ンペーパーを敷き、①を並べて2

　～3分焼きます。
④みそをアルミホイルにひき、あみ

　の上にのせ弱火で両面を焼きます。

⑤大根・しょうがをそれぞれすりお
“　ろします。

⑥②をどんぶりに並べ、④・⑤・カ

　ツオ節をそれぞれ加え、上から熱
　いお茶をかけて「できあがり！」

鱗

き

『
け
ん
さ
ん
焼
』
で
か
ぜ
対
策

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
さ
む
～
い
季
節
に
　
　
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
に

ピ
ッ
タ
リ
の
お
米
を
使
っ
た
料
理
「
け
　
　
あ
る
材
料
で
手
軽
に
し
か
も
調
理
も
簡

ん
さ
ん
焼
」
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
　
　
単
な
料
理
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

　
作
り
方
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
　
　
　
大
根
・
し
ょ
う
が
・
焼
み
そ
・
カ
ツ

た
の
は
、
青
空
市
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
　
　
オ
節
の
絶
妙
に
あ
わ
さ
っ
た
風
味
が
、

等
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
生
活
改
善
グ
ル
　
　
心
も
体
も
ポ
カ
ポ
カ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

ー
プ
連
絡
会
役
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
「
け
ん
さ
ん
焼
」
を
初
め
て
聞
く
方

　　　　灘

　　　鰹・翻
講鞭馨繍鍵蟻拶

難爵欝欝

繋

ぎ

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
（
会
長
　
田
中
洋
子
、
会
員

二
十
二
人
）
は
、
千
手
地
区
の
三
グ
ル
ー
プ
、
橘
地
区
の

一
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　　　難　　　灘　　構　　嚢醗嚇

　　　　難嚢嚢馨、

　　　　　　　　　　繕　　　　　　　嚇　　　籔　　臓

10月10日

堂々の入場仙田地区

川西中学校グラウンド

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
、
四
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
町
民
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
「
第
九
回
川
西
町
民
体
育
祭
」

が
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
各
地
区
か
ら
参
加
の
選
手
・
応
援

団
は
総
勢
二
千
人
。

　
各
地
区
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
で
応
援
団
を
編
成
し
、
終
始

競
技
を
盛
り
上
げ
、
そ
の
内
容
は
連
日

の
練
習
量
が
う
か
が
え
る
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　
競
技
は
、
年
代
別
の
五
十
メ
ー
ト
ル

走
か
ら
始
ま
り
、
各
世
代
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
十
一
種
目
の
競
技
に
熱
戦
を

展
開
。
各
種
目
の
結
果
や
得
点
表
示
の

た
び
に
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。　

競
技
の
部
は
、
最
終
種
目
と
な
る
男

子
年
代
別
リ
レ
ー
の
結
果
に
よ
つ
て
優

勝
が
決
ま
る
と
い
う
緊
迫
し
た
展
開
と

な
り
、
バ
ト
ン
が
つ
な
が
れ
順
位
が
入

れ
換
わ
る
た
び
に
、
一
段
と
大
き
な
声

援
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
、
第
十

回
と
な
る
次
回
は
西
暦
二
〇
〇
〇
年
。

勝
利
の
栄
冠
は
は
た
し
て
ど
こ
の
地
区

に
輝
く
で
し
ょ
う
か
。

上野地区VS仙田地区　さて軍配はいずれに

応援の部競技の部

順位 地　　区　　名 得　点

1 上　　野　地　　区 2，215

2 橘　　　地　　　区 2，122

3 仙　　田　地　　区 1，923

4 千　手　地　　区 1，749

順位 地　　区　　名 得　点

1 千　手　地　　区 625

2 橘　　　地　　　区 605

3 仙　　田　地　　区 550

4 上　　野　地　　区 530

町民体育祭の歴戦を振り返る

儲‘
マ
ヤ
　
　
　
ィ

撫
欝

黄色と黒のコスチューム、息もぴったりの上野地区
iii……iiiiiliiliiiiiiiilliiiii…1磯㌶藻、、、、

回　数 年　度 競技，の部 応援の部
1 S39 仙　　田　地　　区

2 43 橘　　　地　　　区

3 47 上　　野　地　　区

4 51 上　　野　地　　区

5 55 上　　野　地　　区

6 59 千　手　地　　区 上　　野　地　　区

7 63 雨天につき勝敗預り、4地区同位

8 H4 橘　　　地　　　区 上　　野　地　　区

9 8 千　手　地　　区 上　　野　地　　区

8．11．10⑧



鑑

　襟にシンボルカラー赤の蝶ネクタイ、橘地区

いつもとはチョット

勝手が違うかな

満杯だ！いざコールヘ

（水くみリレーより）

撫
，

，蕪・

驚

大人に混って大奮闘。

小さな応援隊

（応援の部表彰より）

応援の心ひとつに。声もかれぎみ千手地区

カ
ゴ
に
向
け
全
員
一
斉
に

ジ
ャ
ン
プ
（
玉
入
れ
よ
り
）

早く回ってきて～（まちづくり助け合いレースより）

最後の難関くじ引き、幸運の女神はいずれに

（障害物レースより）

　　　　　　　　購
　　　　優勝を左右ずる最終種目となった男子年代別リレー

③8．11．10



酒
井
さ
ん
と
木
村
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
五

　
今
秋
の
叙
勲
で
、
町
内
郵
便
局
の
局

長
を
務
め
ら
れ
た
お
二
人
に
勲
五
等
瑞

宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

F
受
章
者
は
、
昭
和
十
三
年
八
月
か
ら

四
十
四
年
六
月
ま
で
千
手
郵
便
局
長
と

し
て
務
め
ら
れ
た
酒
井
信
四
郎
さ
ん

（
八
十
八
歳
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
在

住
）
と
昭
和
二
十
二
年
五
月
か
ら
四
十

四
年
六
月
ま
で
橘
郵
便
局
長
と
し
て
務

め
ら
れ
た
木
村
ミ
ヤ
さ
ん
（
八
十
八
歳
、

長
岡
市
在
住
）
。

　
木
村
さ
ん
へ
は
、
十
月
二
十
三
日
に

橘
郵
便
局
中
川
局
長
か
ら
代
理
の
木
村

四
郎
さ
ん
（
写
真
左
）
に
伝
達
さ
れ
ま

等
瑞
宝
章

し
た
。

→』ψ・ひゆ・ひゆ・ひψ◆｛ひか・ひψ・ひφゆ“ひ“ψ・瀞・ひ瀞φ｛9・幽びゆ・ひ“ψ・｛ひ謄一ひ｛ひ瀞・ひ晒ひψφ｛ひ瀞一ひ瀞ゆ｛ひ瀞・ψ・瀞・ひ｛ひ融rひ謄・ひ蔚φ瀞φ｛ひ“ψ・｛ひ“φ・｛ひ梱1卜｛9・・蔚・ひ砂φ梱9・帝φ瀞

川
西
高
校
創
立
二
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
記
念
式
典
を

　
十
月
十
九
日
、
県
立
川
西
高
等
学
校

（
杉
本
和
夫
校
長
、
生
徒
四
百
九
十
六

人
）
の
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
同

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
前
身
は
県
立
十
日
町
高
等
学

校
川
西
分
校
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に

川
西
高
等
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
卒
業
生
や
在
校
生
、
現

旧
職
員
な
ど
約
八
百
人
が
参
列
。
　
「
自

律
」
　
「
和
敬
」
　
「
力
行
」
の
校
訓
の
も

と
、
三
千
二
百
五
十
七
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
二
十
年
間
を
祝
い
、
当
時

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

挙
行

・ひψφψrひψφψφψ・o』ψ◆ψφψφ一φ“ひゆφ“ひψφψφ“ひ卓φψφ虐◆礎9』岬｛ひ瀞φ岨｛ひ卓φ撒φ｛ひ梱ひ’幽1陣ゆ』ψ◆』閣静◆融ψ』ψφ』噌睡φ“◆ゆφ“9』蔚ψ・蔚φ』ゆφ農rひ｛ひ…◆瀞φ礎φ瀞◆ゆ◆瀞ψ瀞φ“ψ・瀞ro瀞φ礎ゆ・“φ群φ“rひ帝φ・帝◆Ilr餉・φ，，INひ瀞・ψ・，II』ひ、llll、ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
村
壮
吉
前
町
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
頒
徳
碑
を
移
設
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
町
誕
生
四
十
周
年
に
あ
わ
せ
、
川
西
翫

町
初
代
町
長
中
村
壮
吉
氏
の
順
徳
碑
が

月
見
ケ
原
公
園
に
移
設
さ
れ
、
十
月
五

日
に
は
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
姿
は
、
公
園
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
を
優

し
く
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
睾
◆
寺
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
も
◆
4
9
≒
◆
毒
◆
≒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
≒
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
寺
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
も
◆
ち
◆
象
◆
寺
◆
寺
◆
詠
，
毒
◆
奪
◆
象
◆
毒
◆
睾
◆
与
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
蔭
◆
毒
◆
集
◆
も
◆
毎
◆
毒

中
條
さ
ん
知
事
表
彰
を
受
け
る

　
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県

健
康
づ
く
り
県
民
大
会
の
席
上
、
母
子

保
健
事
業
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と

し
て
、
中
條
セ
イ
さ
ん
（
七
十
四
歳
、

岩
瀬
）
に
県
知
事
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
條
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
二
月

に
助
産
婦
業
を
始
め
て
以
来
、
献
身
的

に
分
娩
に
携
わ
り
、
昭
和
四
十
一
年
四

月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
の
二

十
年
間
は
町
立
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
、
数
多
く
の
新
生
児
誕
生
に

立
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
母
子
保
健
訪
問
指
導
員
と

し
て
妊
産
婦
や
新
生
児
の
訪
問
指
導
に

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

◆噌レrφ◆r劇hひゆφr己卜ψrひdPrひ

　
　
百
歳
に
な
ら
れ
た
平
野
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
祝
い
晶
を
贈

　
十
月
二
十
六
日
、
今
月
二
十
四
日
に

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
平
野
キ

イ
さ
ん
（
上
町
）
に
お
祝
い
品
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八

九
六
年
）
の
お
生
ま
れ
。

　
一
八
九
六
年
に
は
ア
テ
ネ
（
ギ
リ
シ

ア
）
で
第
一
回
の
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
今
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
第
二
十
六
回
大
会
。
あ
ら
た
め

て
年
輪
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

る

交
通
安
全
に
役
立
て
て

　
十
月
十
七
日
、
町
交
通
安
全
協
会
の

皆
さ
ん
が
上
野
小
学
校
（
石
川
孝
一
校

長
、
児
童
八
十
九
人
）
を
訪
れ
、
児
童

の
交
通
事
故
防
止
、
交
通
安
全
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
反
射
腕
章
と
小
冊
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。　　　　　　　　　　　　　珊

写真左から田村仁田駐在所長、
鈴木上野支部長、藤田安協会長



町
体
協
創
立
2
5
周
年
を
祝
う

　
十
月
二
十
六
日
、
総
合
体
育
館
で
町

体
育
協
会
の
第
四
回
交
流
会
兼
第
十
七

回
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
が
同
協
会
創
立
二
十
五

周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
　
「
二
十
五

年
の
歩
み
」
と
題
し
た
記
念
誌
も
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

★
体
育
功
労
者
章

　
喜
多
信
一
（
東
善
寺
・
陸
上
・
ス
キ

　
ー
協
会
の
会
長
と
し
て
発
展
に
尽
力
）

★
優
秀
競
技
者
章

　
山
口
博
永
（
仁
田
・
野
球
）
神
田
暁

　
美
（
川
高
教
員
・
陸
上
）
関
　
千
春

　
（
川
中
教
員
・
陸
上
）
村
越
ル
ミ

　
（
野
口
・
卓
球
）
清
水
　
孝
（
山
野
田
・

陸
上
）

★
奨
励
者
章

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
　
田
中
光
倫

　
（
発
電
所
通
り
西
）

【
駅
伝
】
　
平
澤
孝
志
（
朝
日
町
）

【
水
泳
】
　
山
本
章
人
（
仁
田
）

【
ス
キ
ー
】
　
井
上
吉
典
（
神
社
町
）

【
卓
球
】
　
池
竹
千
津
子
（
原
田
）

池
竹
祐
子
（
原
田
）
瀬
賀
真
奈
美

　
（
東
善
寺
）
高
橋
拓
也
（
原
田
）
大

久
保
守
秀
（
仁
田
）
木
村
友
士
（
田

中
町
）
根
津
英
和
（
朝
日
町
）
和
久

井
公
太
（
木
落
）

【
陸
上
】
柳
昌
光
（
東
善
寺
）

野
沢
佳
代
（
野
口
）

【
空
手
】
　
保
坂
達
也
（
木
落
）
保
坂

慎
（
木
落
）

【
柔
道
】
　
五
十
川
　
潤
（
沖
立
）

小
林
一
将
（
中
屋
敷
）
茂
野
知
幸

　
（
高
原
田
）
高
橋
直
隆
（
神
社
町
）

高
橋
保
弘
（
田
中
町
）
　
南
雲
悠
延

　
（
寺
尾
）
高
橋
美
希
（
坪
山
）
小
野

塚
聡
（
四
郎
兼
）
金
井
洋
介
（
発
電

所
通
り
東
）
貴
田
裕
明
（
伊
友
）

星
名
保
（
沖
立
）

φ””融“““““““◆””壷“◆”一曲◆融一◆“φ瀞一一◆曲◆ゆ一一◆一榊◆酔一◆贈◆一一融一◆滞一◆＿ψ◆輔レ◆＿＿＿＿礎◆融◆＿＿＿＿覗◆ψ◆＿

第
二
十
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
第
九
回
町

民
体
育
祭
と
同
時
に
行
わ
れ
た
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
数
え
る
こ
と
二
十
回
目
。

晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
も
と
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
三
位
ま
で
の

方
を
紹
介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

◆
A
コ
ー
ス
（
一
・
五
キ
ロ
メ
i
ト
ル
）

○
小
学
校
一
～
三
年
生
男
子

　
一
位
　
中
村
　
旭
（
千
手
小
三
年
）

　
二
位
星
名
大
地
（
千
手
小
三
年
）

　
三
位
　
南
雲
　
革
（
千
手
小
三
年
）

○
同
女
子

　
一
位
　
小
林
加
奈
（
仙
田
小
二
年
）

　
二
位
　
平
野
実
穂
子
（
千
手
小
三
年
）

　
三
位
　
丸
山
由
香
里
（
千
手
小
三
年
）

○
］
般
男
子

　
一
位
金
子
勇
（
上
野
）

　
二
位
　
片
桐
正
二
（
上
野
）

三
位
　
押
木
美
代
治
（
元
町
）

帽
驚
糊
難

○
同
女
子

　
一
位
高
橋
弥
生
（
上
野
小
教
諭
）

◆
B
コ
ー
ス
（
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

○
小
学
校
四
～
六
年
生
男
子

　
一
位
　
大
久
保
　
樹
（
橘
小
六
年
）

　
二
位
　
片
桐
俊
一
（
上
野
小
六
年
）

　
三
位
　
五
十
川
雅
彦
（
千
手
小
六
年
）

○
同
女
子

　
一
位
平
野
菜
菜
子
（
千
手
小
五
年
）

　
二
位
　
丸
山
慶
子
（
橘
小
五
年
）

　
三
位
　
丸
山
沙
由
美
（
千
手
小
五
年
）

○
中
学
生
女
子

　
一
位
　
五
十
川
亜
紀
（
二
年
）

　
二
位
　
野
沢
佳
代
（
三
年
）

　
三
位
　
小
林
加
代
子
（
二
年
）

○
一
般
男
子

　
一
位
　
中
村
繁
之
（
坪
山
）

　
二
位
　
飯
塚
理
史
（
千
手
小
教
諭
）

　
三
位
　
井
ノ
川
茂
徳
（
上
野
小
教
諭
）

○
同
女
子

　
一
位
　
内
川
未
奈
希
（
川
西
高
教
諭
）

◆
C
コ
ー
ス
（
四
・
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

○
中
学
生
男
子

　
一
位
　
丸
山
健
士
（
三
年
）

　
二
位
　
大
久
保
　
峻
（
二
年
）

　
三
位
登
坂
匠
（
二
年
）

〇
一
般
男
子

　
一
位
　
田
村
利
一
（
中
島
町
）

　
二
位
　
小
川
　
睦
（
赤
谷
）

三
位
　
村
山
　
壮
（
元
町
）

○
同
女
子

　
一
位
小
川
め
ぐ
み
（
赤
谷
）

二
位
　
泉
谷
直
子
（
川
西
高
教
諭
）

φ栂岬齢岬岬齢”“φ“◆”　　砂◆紬崎陣一一一一◆一一◆一一一一一一一一一一一…一一一＿＿＿o＿＿＿◆＿＿＿＿＿＿＿，

牙誉了盛　　　　　　　同琵喬在全同喬益石索同希祷布金＿第第
九
回
健
康
づ
く
り

　
　
町
民
つ
な
ひ
き
競
技
会

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

一
位
フ
ァ
イ
ト
千
手
∬

二
位
　
モ
ク
ラ
ク
シ
ロ
i

三
位
　
レ
ッ
ツ
＆
ゴ
ー

同
　
　
仙
田
ジ
ュ
ニ
ア

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
タ
ロ
ー

二
位
　
モ
ク
ラ
ク
ジ
ロ
ー

三
位
　
モ
ク
ラ
ク
サ
ブ
ロ
i

同
　
　
ネ
ッ
チ
i
5

◆
一
般
の
部

臼
倉
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
ズ

モ
ク
ラ
ク
A

仙
田
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が

ん
ば
る
ぞ
！

モ
ク
ラ
ク
B

決
勝
戦
は
昨
年
同
様
白
倉
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
ー
ズ
と
モ
ク
ラ
ク
A
。

栄
冠
は
手
前
の
白
倉
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
ズ
の
頭
上
に

⑪8．11．10



平
成
九
年
度

　
　
保
育
園
入
園
申
請
受
付
中

◆
受
付
期
限

　
十
一
月
二
十
日
（
水
）
ま
で

◆
申
請
書
添
付
書
類

○
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
は
、
事
業

　
主
発
行
の
「
勤
務
証
明
書
」

○
内
職
を
し
て
い
る
方
は
、
事
業
主
発

　
行
の
「
内
職
証
明
書
」

○
自
営
業
ま
た
は
農
業
に
従
事
し
て
い

　
る
方
は
、
ご
自
身
の
記
入
に
よ
る
「
自

　
営
業
ま
た
は
農
業
従
事
確
認
申
請
書
」

○
病
人
の
場
合
は
「
医
師
の
診
断
書
」

　
証
明
書
等
の
各
用
紙
は
各
保
育
園
及

　
び
役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

　
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

○
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人
以
上

　
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に
申
請

　，

・
㎜
鑑
纒
鵬

　
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
入
園
中
で
、
引
き
続
き
入
園
を

希
望
す
る
児
童
も
申
請
し
て
く
だ
さ

　
い
。

○
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
は
直
接
家
庭
の
方
が
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課
社
会
福
祉
係
（
智
六
八

　
⊥
二
一
一
一
　
内
線
二
〇
五
、
有
線

　
二
一
三
二
）

◆
募
集
人
員
と
申
請
書
の
提
出
先

施設名 募集人員 入園区域

千手保育園

就
学
前
児
童

80人
千手地区

南原保育園 45人

上野保育園 45人 上野地区

橘保育園 80人 橘　地区

仙田保育園 30人 仙田地区

　
申
請
書
は
、
住
民
課
社
会
福
祉
係
ま

た
は
各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

馨隙鷺繊灘難膿嫌継轡灘
　　　　彗鶴鋤鵜膿蟻

％月見ケ原公園に水上舞台等完成。

地区民総出で祝う

％骨髄バンク推進シンポジ

ウム。骨髄の移植・提供体
験者の体験談と大谷貴子さ
んの講演に大きな拍手が

　しも　　　　つき

霜　　月

％消防秋季大演習（上野小グラウンド

及び周辺にて）

　亭俘
｝！A

AAP

描寸

署そばの脱穀作業（千手小にて）

麟

おぞら号」による防犯
公民館にて）

　
　
覇

露渋海川釣り大会。コイやナマズ、

モクズガニなど豊漁

　　　　　　　　　8・11・10⑫

％第1回町長杯ゴルフ大会
（ナカゴファミリーゴルフ場にて）

町誕生40周年を記念し、40位
の方にもコシヒカリを贈る％～3かわにし自満祭（出店のにぎわい）

　　　次号で詳しく紹介します。



川
西
町
へ
の
歩
み
⑨

南
朝
に
尽
く
し
た
川
西

　
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
新
田
義

貞
が
北
条
討
幕
の
旗
を
挙
げ
る
と
、
妻

有
郷
の
大
井
田
氏
一
族
も
参
戦
し
て
鎌

倉
幕
府
は
滅
亡
し
、
以
来
、
五
十
余
年

に
わ
た
り
南
北
朝
の
激
し
い
戦
い
が
く

り
か
え
さ
れ
る
。
川
西
町
は
越
後
南
朝

方
の
拠
点
と
な
り
、
野
口
城
、
仁
田
城
、

節
黒
城
、
赤
谷
城
、
田
戸
城
、
室
島
城
、

伊
勢
平
治
城
、
千
手
城
、
下
平
城
が
築

　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
き

か
れ
、
日
本
史
の
桧
舞
台
で
脚
光
を
浴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
む
ね

び
る
が
戦
い
に
利
な
く
、
新
田
義
宗
と

　
　
よ
し
は
る

脇
屋
義
治
ら
が
足
利
軍
と
の
戦
い
に
敗

れ
て
正
平
二
十
三
年
（
二
二
六
八
）
に

南
朝
は
壊
滅
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
に
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
時
代
の
板
碑
が

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
基
確
認
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
が
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
（
貞
和
）
を
記

　
　
　
　
　
　
　
　
年
す
る
二
基
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
く
と
南
朝
年
号
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
正
平
四
年
（
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
、
北
朝
は
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

鶴
吉
釈
迦
堂

の
板
碑

和
五
年
）
カ
ら
同

＋
五
年
ま
で
の
＋

一
年
間
に
集
中
し

て
い
る
。
正
平
年

号
が
圧
倒
的
に
多

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

い
の
は
、
新
田
氏
と
そ
の
一
門
で
あ
る

大
井
田
氏
支
族
の
里
見
氏
が
、
川
西
町

を
本
拠
に
南
朝
方
に
最
後
ま
で
尽
く
し

た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

千
手
の
古
い
寺
に
天
授
三
年
（
二
二
七

七
）
を
刻
ん
だ
梵
鐘
が
存
在
し
た
と
語

り
継
が
れ
て
い
る
が
、
ど
の
あ
た
り
に

建
つ
寺
で
あ
っ
た
か
さ
だ
か
で
な
い
。

東
山
文
化
い
ま
も
残
る

　
天
授
六
年
に
至
り
、
室
町
幕
府
は
妻

有
荘
を
上
杉
氏
に
領
有
さ
せ
、
元
中
九

年
（
一
三
九
二
）
に
は
南
北
朝
が
合
一

し
て
動
乱
に
終
止
符
が
う
た
れ
る
。
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
れ
い

後
は
上
杉
氏
が
越
後
守
護
や
関
東
管
領

の
職
に
在
っ
て
支
配
す
る
が
、
家
老
の

長
尾
氏
は
上
杉
氏
と
し
だ
い
に
対
立
し

て
自
立
の
勢
い
を
強
め
、
や
が
て
越
後

支
配
の
実
権
を
に
ぎ
り
、
当
地
方
は
長

尾
氏
に
属
し
た
上
野
氏
の
所
領
に
な
る
。

　
室
町
時
代
（
ニ
ニ
九
二
－
一
五
七
三
）

に
、
足
利
将
軍
が
栄
華
風
流
を
楽
し
ん

だ
東
山
文
化
は
す
ぐ
れ
た
芸
能
や
建
築

様
式
を
生
み
、
能
楽
、
茶
の
湯
、
日
本

庭
園
、
家
屋
、
食
事
（
一
日
三
食
）
な

ど
、
そ
の
基
本
的
な
生
活
、
慣
習
は
現

代
に
継
承
さ
れ
る
。
こ
と
ば
に
つ
い
て

い
え
ば
、
寒
い
朝
を
凍
て
る
と
い
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
い
た
だ

夢
を
イ
メ
、
朝
食
を
朝
餉
、
戴
く
こ
と

を
イ
ダ
ナ
ク
、
水
に
浸
す
こ
と
を
ホ
ト

バ
ス
な
ど
と
い
う
の
は
、
室
町
期
の
古

語
の
名
ご
り
だ
と
い
う
識
者
も
い
る
。

昔
は
栄
え
た
越
ヶ
沢

　
室
町
期
の
仙
田
郷
は
、
越
ヶ
沢
か
ら

近
隣
の
台
地
へ
進
出
し
て
ム
ラ
を
開
い

　
　
　
い
ち
じ
る

た
百
姓
が
著
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

越
ヶ
沢
の
開
祖
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
信

州
か
ら
来
て
土
着
し
た
小
川
平
四
郎
家

か
、
ま
た
は
、
い
ま
も
家
宝
の
古
刀
な

ど
が
伝
わ
る
川
崎
信
夫
家
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
全
盛
時
の
越
ヶ
沢
は
峠
に

九
戸
、
現
在
の
国
道
の
平
か
ら
下
の
沢

両
岸
に
か
け
て
二
十
二
戸
の
農
家
が
散

在
し
、
人
口
二
百
三
十
四
人
を
数
え
た

仙
田
で
中
堅
の
集
落
で
あ
っ
た
。

　
刈
羽
郡
小
国
町
の
大
貝
（
昭
和
二
十

四
年
に
仙
田
村
か
ら
分
村
）
は
、
赤
谷

地
内
の
仙
田
街
道
を
越
え
た
大
沢
付
近

　
え
の
き

（
榎
峠
の
あ
た
り
）
が
発
祥
地
で
、
ム

ラ
の
開
祖
は
越
ヶ
沢
か
ら
進
出
し
た
小

川
族
だ
と
い
い
、
現
在
も
大
貝
の
三
十

今は無人の越ヶ沢

余
戸
の
ほ
と
ん
ど
が
小
川
姓
を
名
の
っ

て
い
る
。
岩
瀬
の
小
川
族
に
は
、
峠
の

九
兵
衛
か
ら
立
家
し
た
佐
治
兵
衛
（
小

　
　
　
　
　
　
　
し
た
こ
い
が
さ
わ

川
充
家
）
と
、
下
越
ヶ
沢
の
平
四
郎
か

ら
立
家
し
た
治
郎
左
衛
門
（
小
川
昊
栄

家
）
の
二
派
が
あ
る
。
川
崎
家
か
ら
東

頸
城
郡
松
代
町
の
桐
山
（
昭
和
四
十
四

年
に
川
西
町
か
ら
分
町
）
に
進
出
し
た

小
右
衛
門
家
に
は
、
立
家
の
さ
い
に
本

家
か
ら
拝
領
し
た
と
い
う
室
町
期
の
古

　
　
す
ず
り

刀
と
硯
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う
　
　
ば
ん
り
し
ゅ
う
く

　
道
興
准
后
と
万
里
集
九

　
聖
護
院
門
跡
で
熊
野
三
山
別
当
検
校

職
を
兼
ね
る
当
代
一
流
の
名
士
、
道
興

准
后
は
、
山
城
国
（
京
都
）
の
聖
護
院

を
出
発
し
て
奥
州
へ
向
か
う
回
国
の
途

中
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
さ
だ

に
、
越
後
守
護
上
杉
房
定
や
守
護
代
長

　
よ
し
か
げ

尾
能
景
ら
に
迎
え
ら
れ
て
越
後
国
府
に

着
い
た
。
一
行
は
や
が
て
柏
崎
か
ら
安

　
　
や
ま
む
ろ

田
、
山
室
を
通
り
、
三
桶
か
ら
渋
川

　
（
渋
海
川
）
を
渡
た
り
、
大
井
（
大
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
し
や
ま

か
）
、
木
落
を
経
て
漆
山
（
大
和
町
の

う
し
ろ
や
ま
　
　
　
　
　
つ
ぽ
い
け

後
山
か
）
、
壷
池
（
塩
沢
町
の
坪
池
か
）

　
　
　
　
こ
う
ず
け
の
く
に

を
経
て
、
上
野
国
へ
入
っ
た
道
す
じ
が

そ
の
著
書
「
回
国
雑
記
」
に
の
っ
て
い

る
。
道
興
准
后
は
関
臼
近
衛
房
嗣
の
子

で
高
い
教
養
と
強
力
な
政
治
力
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
道
中
は
お
供

や
警
護
の
者
、
山
伏
ら
も
含
め
て
二
百

人
に
も
及
ぶ
長
い
行
列
が
続
い
た
。

　
柏
崎
～
山
室
～
三
桶
～
野
口
～
木
落

を
通
る
道
路
は
三
桶
街
道
と
呼
ば
れ
、

関
東
へ
の
重
要
な
街
道
と
し
て
五
百
年

十日町側から木落を望む

も
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
道
興
准
后
の
通
っ
た
街
道
を
逆

に
、
上
野
国
か
ら
柏
崎
へ
抜
け
る
た
め

に
、
二
年
後
の
長
享
二
年
に
は
、
詩
文

　
　
　
　
　
ば
い
か
　
む
じ
ん
ぞ
う

の
大
家
で
「
梅
花
無
尽
蔵
」
の
著
者
と

し
て
知
ら
れ
る
万
里
集
九
（
京
都
相
国

寺
の
僧
で
梅
の
花
を
愛
し
た
人
）
が
川

西
町
を
通
っ
て
い
る
。
十
月
二
日
に
三

国
峠
を
越
え
た
集
九
は
二
居
に
泊
り
、

三
日
は
貝
掛
温
泉
、
石
臼
（
湯
沢
町
）

を
通
り
、
こ
の
あ
と
本
六
（
六
日
町
）

の
安
楽
寺
や
大
義
寺
を
た
ず
ね
た
。
八

日
の
朝
に
信
濃
川
を
越
え
て
川
西
に
入

り
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
八
日
、
渡
二
信
濃
川
一
、
々
在
越
後
之

有
妻
（
妻
有
の
誤
記
か
）
見
置
（
三
桶
）

之
間
一
、
河
水
甚
濁
、
其
色
如
二
八
幡
之

放
生
河
一
、
越
後
以
二
此
河
一
、
為
二
急
流

第
一
一
也

　
引
用
文
献

　
　
「
川
西
町
の
歩
み
」
　
上
村
政
基
編

　
　
「
妻
有
郷
歴
史
散
歩
」
佐
野
良
吉
著
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来
年
度
の
克
雪
住
宅
融
資

　
制
度
な
ど
申
し
込
み
は

　
　
十
ロ
月
二
十
九
日
ま
で

　
平
成
九
年
度
中
に
住
宅
の
新
築
や
屋

根
の
改
良
を
予
定
し
て
い
る
方
で
、
融

資
・
補
助
金
制
度
の
申
し
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
建
設
課
都
市
計
画
係

　
（
智
六
八
ー
三
＝
一
内
線
三
二
三
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
川
西
町
誕
生
四
十
年
の

　
　
あ
ゆ
み
」
ビ
デ
オ
完
成

　
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か
わ
に
し
（
会
長
高

橋
直
人
、
会
員
十
九
人
）
で
は
、
町
の

地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
の

認
定
を
受
け
、
川
西
町
四
十
年
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
『
川
西
町
誕
生

四
十
年
の
あ
ゆ
み
』
　
（
二
十
八
分
）
を

制
作
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
四
十
年
前
、
川
西
町
が
ど

の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
か
か
ら
始

ま
り
、
こ
の
四
十
年
間
の
町
の
動
き

（
過
疎
化
・
少
子
化
・
学
校
の
統
廃
合
）

と
四
十
年
間
に
完
成
し
た
町
の
施
設
や

催
し
物
等
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か

ら
川
西
町
が
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら

い
い
か
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式

で
川
西
町
町
民
に
間
い
か
け
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
し
出
し
（
無
料
）
は
、
教
育
委
員

会
（
総
合
体
育
館
内
）
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

宅
で
ご
覧
に
な
り
た
い
な
ど
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
実
費
代
程
度
で
ダ
ビ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
同
会

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
智
六
八
ー
二

一
六
七
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
冬
期
循
環
解
雇
事
業
所

　
　
事
務
手
続
き
説
明
会

◆
日
時
　
十
一
月
二
十
日
（
水
）
午
後

　
一
時
三
十
分
～

◆
会
場
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興

　
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）

◆
内
容
　
冬
期
循
環
解
雇
の
事
務
手
続

　
き
、
通
年
雇
用
奨
励
金
、
雇
用
継
続

　
給
付
制
度
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

　
日
町
適
用
係
（
智
五
七
ー
二
四
〇
七
）

社
会
保
険
移
動

　
　
　
　
　
　
　
相
談
所
開
設

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
地

域
の
皆
様
か
ら
年
金
や
健
康
保
険
に
つ

い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
「
社
会
保
険
移
動
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　
年
金
や
健
康
保
険
の
相
談
及
び
請
求

手
続
の
方
法
な
ど
、
社
会
保
険
に
つ
い

て
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
十
一
月
一
八
日
㈲
　
午
前
十

　
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◆会場

　
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　
県
の
環
境
施
策
に
関
す
る

　
　
県
民
の
意
見
を
聞
く
会

◆
日
時
　
十
一
月
十
四
日
㈲
　
午
後
三

　
時
か
ら

◆
場
所
　
新
潟
県
長
岡
総
合
庁
舎

◆
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
企
画
課
企
画
調
整
係
（
智
〇

二
五
ー
二
八
五
－
五
五
一
一
）

　
農
業
者
も
引
退
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
退
職
金
を

　
農
業
者
も
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」

へ
の
加
入
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

商
工
会
ま
た
は
農
業
委
員
会
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は

　
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
等
が
事

業
を
廃
止
し
た
り
退
職
し
た
場
合
等
に
、

生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
等
を
図
る

た
め
に
、
小
規
模
企
業
者
の
相
互
扶
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
自
ら
資
金
を
拠
出

し
て
行
わ
れ
る
任
意
の
（
強
制
加
入
で

は
な
い
）
共
済
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
の
は

　
農
業
関
係
で
は
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
数
が
二
十
人
以
下
の
農
業
を
営
む

個
人
事
業
主
（
い
わ
ゆ
る
農
業
経
営
主
）
、

ま
た
は
農
業
を
営
む
会
社
の
役
員
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
兼
業
の
方
及
び
農
事
組
合

法
人
の
役
員
資
格
で
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
）
。

◆
掛
金
は

　
毎
月
の
掛
金
は
、
一
、
○
○
○
円
～

七
〇
、
○
○
○
円
（
五
〇
〇
円
刻
み
）
。

加
入
後
に
増
額
も
で
き
ま
す
。
納
付
は

預
金
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

◆
共
済
金
の
支
払

　
基
本
共
済
金
と
付
加
共
済
金
を
加
え

た
金
額
と
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
の
窓
口
は

　
商
工
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
税
法
上
の
取
扱
い

　
掛
金
の
全
額
が
所
得
税
法
及
び
地
方

税
法
上
、
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
掛
金
の
滞
納
、
規
定
納
付
月
数
以
下

の
納
付
、
解
約
の
場
合
は
、
掛
け
捨
て

や
共
済
金
が
掛
金
合
計
を
下
回
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
加
入
の
際
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

冬
の
ご
み
収
集

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
に

　
い
ま
ま
で
、
冬
期
間
に
な
る
と
一
部

地
域
で
は
「
ご
み
収
集
」
が
休
み
に
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

除
雪
等
に
よ
り
交
通
の
安
全
が
確
保
さ

れ
れ
ば
、
冬
期
間
も
夏
場
と
同
じ
収
集

を
続
け
ま
す
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
冬
期
問
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

○
「
ご
み
」
を
出
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

　
除
雪
の
妨
害
に
な
ら
な
い
よ
う
な
処

　
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
前
日
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

○
「
ご
み
集
積
庫
」
を
設
置
し
て
い
る

　
町
内
は
、
集
積
庫
の
前
の
除
雪
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

○
冬
の
間
の
一
般
搬
入
に
つ
い
て

　
雪
が
降
る
と
、
霧
谷
に
行
け
な
く
な

　
る
た
め
、
燃
え
な
い
ご
み
は
高
城
沢

　
　
（
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
千

　
手
ト
ン
ネ
ル
川
西
側
）
で
保
管
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
処

　
理
費
の
ほ
か
に
保
管
料
も
い
た
だ
く

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
と
施
設
開

　
場
に
つ
い
て

〇
十
二
月
二
十
八
日
㈹
の
対
象
地
区
は

　
収
集
し
ま
す
。
施
設
は
午
後
四
時
三

　
十
分
ま
で
開
場
し
て
い
ま
す
。

〇
二
十
九
日
㈲
は
休
み
で
す
。

〇
三
十
日
㈲
の
対
象
地
区
は
収
集
し
ま

　
す
。
施
設
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

　
開
場
し
ま
す
。

〇
十
二
月
三
十
一
日
㈹
か
ら
一
月
三
日

　
働
ま
で
は
収
集
も
施
設
も
全
部
休
み

　
で
す
。

〇
一
月
四
日
㈹
の
対
象
地
区
は
収
集
し

　
ま
す
。
施
設
は
午
後
四
時
三
十
分
ま

　
で
開
場
し
ま
す
。

◆
自
販
機
設
置
事
業
者
の
空
き
缶
処
理

　
に
つ
い
て

　
最
近
、
清
涼
飲
料
水
等
の
自
動
販
売

機
設
置
事
業
者
の
方
が
、
空
き
缶
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
空
き
缶

は
、
自
分
で
衛
生
施
設
組
合
か
古
物
商

等
へ
持
ち
込
む
な
ど
し
て
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
ご
み
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
衛

生
施
設
組
合
へ
（
盈
五
二
⊥
二
九
二
四
）
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十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

　
　
は
税
を
知
る
週
間

　
今
年
も
税
を
知
る
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
標
語
や
作
文
の
う
ち
入
選

作
品
に
つ
い
て
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

『
こ
の
社
会
　
あ
な
た
の
税
が
　
生
き

て
い
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
名
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
φ
骸
名

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
こ
う
た

星
名
　
　
洗
太

　
　
　
　
　
こ
い
フ
き

和
久
井
航
貴

　
　
　
　
し
ゅ
ん
や

市
川
　
　
隼
哉

　
　
　
　
　
し
ん
ご
久

高
橋
　
　
慎
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
　
　
　
さ
と
み
文

茂
野
　
　
聖
美

　
　
　
　
　
　
　
　
晴

　
　
　
　
あ
か
り
芳

井
口
　
　
朱
里

　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
ま
ゆ
亮

田
中
　
　
　
繭

　
た
か
さ
ご
ー
こ
円
満
に

（
劉
難

　
昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

須
藤
　
カ
ズ
5
6
（
良

高
橋
　
イ
サ
66
（
一

高
橋
　
富
治
81
（
富

増
田
　
ハ
マ
86
（
宏

蔵
品
　
清
重
91
（
勝

野
沢
　
勝
由
9
2
（
稔

　
　
　
（
1
0
月
－
日
～
31
日
届
け
出
分
）

貴
　
宏

　
　
　
　
伊
　
友

加
代
子

光
　
之

　
　
　
　
木
　
落

幸
　
江

　
茂

　
　
　
　
高
原
田

美
知
子

　
　
也

　
　
香
中
仙
田

　
　
男
高
原
田

　
　
美

　
　
之
蕪

　
　
江

　
　
　
一

　
　
　
　
中
島
町

亜
矢
子

“

夫
　
下
平
新
田

子
　
仁
　
田
か
ら

　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

街
路
灯
　
　
　
　
三
灯
（
水
銀
灯
）

　
　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

大
型
時
計
　
　
　
　
　
　
一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
土
建
㈲

表
紙
の
写
真

　
季
節
は
ま
さ
に
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る

秋
」
。
こ
の
季
節
の
味
覚
で
風
物
詩
と

も
い
え
る
焼
い
も
、
白
い
煙
が
青
く
澄

み
き
っ
た
大
空
へ
立
ち
上
り
、
色
付
い

た
木
々
に
子
供
た
ち
の
歓
声
が
広
が
り

ま
す
。

◆
嘩
◆
も
◆
嘩
◆
も
◆
奪
◆
喚
◆
墾
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
墾
◆
も
◆
も
◆
≒
◆
墾
◆
奪
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
墾
◆
毒
◆
毒
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＼
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
壇

　
　
　
　
a
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

刈
田
凪
正
午
の
時
報
よ
く
ひ
び
く

大
鍋
に
煮
こ
ぼ
れ
る
程
芋
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

山
あ
い
の
障
子
戸
の
家
秋
蚕
飼
う

里
の
荷
へ
一
筆
そ
え
て
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

今
秋
で
廃
線
電
車
惜
し
み
撮
る

深
秋
の
訪
ふ
人
も
な
き
忠
魂
碑

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

又
言
葉
覚
え
し
孫
よ
か
ら
す
瓜

猫
三
匹
寄
り
添
う
て
い
る
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

入
院
の
友
に
新
米
わ
け
や
り
ぬ

コ
ス
モ
ス
の
群
に
も
風
の
道
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

夕
日
差
す
刈
田
の
向
ふ
ビ
ル
並
ぶ

落
選
の
人
の
ポ
ス
タ
ー
秋
時
雨

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

刈
田
焼
く
風
に
炎
の
立
ち
上
が
り

サ
ル
ビ
ア
の
燃
え
大
橋
の
開
通
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

幼
等
と
影
絵
楽
し
む
夜
長
か
な

知
足
説
く
師
の
に
こ
や
か
に
爽
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

秋
刀
魚
焼
く
匂
ひ
に
猫
の
寄
っ
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

南
瓜
蔓
引
け
ば
う
ら
成
り
ニ
ッ
三
ツ

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

出
展
を
待
つ
菊
の
鉢
洗
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

毎
朝
の
菊
の
観
察
鉢
廻
す

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

孫
の
足
ほ
ど
に
大
根
太
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

軽
や
か
な
音
し
て
小
豆
落
さ
る
・

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ぶ
ど
う
園
広
々
と
し
て
チ
ヤ
ボ
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

天
高
し
飛
行
機
雲
の
進
み
つ
・

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

カ
ラ
フ
ル
な
豆
よ
小
豆
よ
干
さ
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

新
米
の
栗
の
五
目
の
香
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

柿
の
実
に
と
．
・
か
ぬ
竿
を
伸
ば
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

び
っ
し
り
と
盗
人
は
ぎ
に
取
り
付
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

還
暦
を
祝
う
薬
師
や
薄
紅
葉

　
　
　
　
　
江
戸
川
区
　
小
林
　
　
憲

豊
秋
や
一
菜
ふ
え
し
寺
の
斉

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

勉
学
の
子
の
飽
き
や
す
く
髪
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

手
作
り
の
小
菊
供
え
て
墓
参
か
な

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

虫
取
り
に
来
し
か
白
鷺
大
根
畠

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

久
に
見
る
刈
り
入
れ
後
の
田
の
淋
し

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

　
　
　
糖
尿
病
の

　
現
在
、
日
本
全
国
で
糖
尿
病
に
か
か

っ
て
い
る
人
は
五
百
万
人
と
も
六
百
万

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
治

療
中
の
方
は
約
百
六
十
万
人
と
い
わ
れ
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
川
西
町
で
は

今
年
約
二
千
人
の
方
が
住
民
健
診
を
受

け
ら
れ
、
そ
の
一
割
以
上
の
二
百
三
十

人
の
方
が
糖
尿
病
の
疑
い
と
判
定
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
の
精
密
検
診
の
結

果
で
は
、
八
割
以
上
の
方
が
糖
尿
病

（
境
界
型
を
含
む
）
と
の
診
断
を
受
け

て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
住
民
の
約

十
人
に
一
人
が
糖
尿
病
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
川
西
町
は
糖
尿
病

の
人
が
多
い
」
と
も
い
え
ま
す
。
こ
れ

と
い
っ
た
自
覚
症
状
も
な
く
、
ま
た
最

近
で
は
、
尿
の
中
に
糖
の
反
応
が
出
な

く
て
も
血
液
中
の
糖
の
値
が
高
い
人
も

多
く
、
な
か
な
か
発
見
さ
れ
ず
に
い
る

よ
う
で
す
。
肥
満
の
人
、
家
族
、
親
、

兄
弟
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
場
合
な
ど

　
　
　
断
が

　
　
　
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
騎
　
　
　
　
　
　
　
藷

　
　
　
湘
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が

　
　
　
れ
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
，
食

糖尿病の症状とは
、

予
防
⑥

は
、
そ
う
で
な
い
人
の
数
倍
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
左
絵
の

よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、
　
「
カ
ゼ
だ
」

「
寝
不
足
だ
」
な
ど
と
自
己
判
断
せ
ず
、

し
ょ
う
か
。

一
度
検
査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
㊧
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
㈱

た
馨
霧
繰
噸
講
鞠

し
び
れ
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
」
「
昔
か
鱒

ら
傷
負
け
し
や
す
か
っ
た
」

状
を
か
か
え
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
つ
臨

し
欝
野
成
人
病
（
最
亀

糟尿病の初期には自覚症状はなく、健康診断で血糖値の高いことが発見され、

されることがあります。糖尿病が進んでさらに血糖値が高くなると、以下のよi

現れます。このような自覚症状が現れたら、すぐに專門医を受診しましょう。

神経痛、

こむらがえりが起こる

　σ　　鳥．　　　　　　　　　急 は
子
供
に
も
あ
る
病
気
で
、
生
活
習
慣

病
と
も
呼
ば
れ
ま
す
）
の
予
防
に
は
何

よ
り
も
、
毎
日
の
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
配
り
が
、
病
気
に
な
る
か
健
康
で

生
活
で
き
る
か
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今

年
一
年
元
気
で
生
活
し
、
ま
た
雪
を
見

れ
る
と
喜
ん
で
（
？
）
冬
を
迎
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

悔
4

に
餐
葛

　
　
　
勇
も

からだかだるく、

疲れやすい

視力が衰える7

磯
皮膚がかゆい、

化膿しやすい
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　　●休日救急医
11月10日第二藤巻医院（上野）

　　　盈　68－2018

中条病院（中条）

盈　57－3018

17日中条病院（中条）

　　費　57－3018

23日山口医院（下条）

　　奮　55－2003

24日池田医院（本町西）

　　8　52－2581

12月1日富田医院（神明町）

　　　8　52－3269
8日山口医院（袋町中）

　奮　52－2174

中条病院（中条）

盈　57－3018

15日庭野医院（寿町4）

　　8　52－2711

一白の世界一雪晴れの河川敷
　　　（川西町木落）

ワ

（川西町観光ポスター）

川
、
画
は
．

　
こ
れ
か
ら
濫
鯵
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
誌
駿
驚
一

一満開のカスミザクラー全国4位の巨樹
　　　　（川西町小白倉）

大自然を舞台にナイスショット！

ナカゴファミリーゴルフ場（川西町元町）

ご
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き

　
町
で
は
、
今
年
も
観
光
宣
伝
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
に
ち
な
ん
だ
も
の

や
名
所
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
町
内
の
郵
便
局
と
販
売
所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
（
ハ
ガ
キ
に
刷
り
込
む
大
き
さ
は
、
お
お
む
ね
5
・
5
㎝
×
4
・
5

　
㎝
で
、
こ
の
写
真
は
実
寸
と
は
異
な
り
ま
す
）
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▲「物語からとびだせ」

4年生根津広太くん

　
一
か
み
な
り
の
精
」

〈
3
年
生
丸
山
秀
基
く
ん

　
「
椅
子
」

〈
5
年
生
小
林
エ
ミ
さ
ん

▲「チャボ」
2年生上村和也くん

◎

一

、’ち

い
さ
な

グ厭

塞麗

▲「動物の精」

3年生中島都子さん

▲「うさぎ」
2年生清水達記くん

ヂ
嵐、、．

営

▲「不思議な木箱」

6年生高橋美恵子さん

’

　　　　　　　　　　　　　　　髪桑拳薫熱
　　　　　　　　　　　　　　ぜ薯多等戴欝～
　　　　　　　　　　　　　　　嚇経ラ・くr峯∈；7フ

（11月号は40周年記念事業rかわにし　　▲「かさじぞう」

　　　　　　　　　　　　　　　　1年生かねこたつみ　くんいいとこ写真コンテスト」の入賞作品を
紹介します）

八
上
野
小
学
校

8．11．10⑯
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